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   問い合わせ先 公正取引委員会事務総局経済取引局総務課 

           電話 ０３－３５８１－５４７６（直通） 

   ホームページ http://www.jftc.go.jp/ 

独占禁止懇話会第 189 回会合議事概要 
 

平成２３年６月２９日 

公 正 取 引 委 員 会 

 
１ 日時 平成 23 年６月 21 日（火）14：00～16：00 

２ 場所 公正取引委員会大会議室 
３ 議題 
 ○ 平成２２年度における独占禁止法等の執行状況 
  ・ 独占禁止法違反事件の処理状況 
  ・ 下請法違反事件の処理状況 
  ・ 主要な企業結合事例 
４ 議事概要 

各議題について，事務総局から説明を行い，会員から大要以下のような意見・質問が出

された（「○」は会員の発言，「→」は事務総局の応答）。 
 

「独占禁止法違反事件の処理状況」について 

○ 公正取引委員会は，優越的地位の濫用及び下請法違反事件について迅速かつ効果的な

事件処理を行っており，中小事業者の立場から評価している。また，優越的地位の濫用

ガイドラインも効果的に利用されている。今後とも，優越的地位濫用事件タスクフォー

スを効果的に活用してほしい。 

 

○ 課徴金減免制度が導入されたことで大規模な価格カルテル案件等について法的措置を

採ることができるようになったのか。また，課徴金減免制度は独占禁止法違反行為の抑

止効果を有すると考えるが，その点はどう評価しているのか。 

 → 因果関係があるかどうかの評価は難しいが，課徴金減免制度を導入して以降の処理

事件についてみると，結果として措置を採った価格カルテル事件の規模が大型化して

いる状況にある。抑止効果についても，その評価は難しいが，効果はあると考えてい

る。課徴金減免制度は，違反行為の端緒源と抑止効果の両方を有しているといえる。 

 

○ 企業経営者の立場としては，違反行為の未然防止の体制をしっかり作り社員教育を徹

底したとしても現場で違反は起こり得るという前提で，独占禁止法違反事件が発生した

ときは，公正取引委員会に課徴金減免申請を行うという体制にする必要がある。このよ

うなコンプライアンスに取り組む企業が増えてきているのではないか。 
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○ 平成１７年の独占禁止法改正において課徴金減免制度が導入される際に，そのような

制度は日本の風土に合わないのではないかという議論もあったが，導入後５年が経過し

てどのように評価しているか。 

 → 課徴金減免制度を導入してから毎年度８０件前後の申請があることから，順調に定

着していると評価している。また，課徴金減免制度を導入している諸外国の競争当局

と議論をしやすくなったという側面もある。 

 

「下請法違反事件の処理状況」について 

○ 下請法違反事件の端緒となる書面調査に下請事業者が回答したことが親事業者に知ら

れることがないように留意してもらいたい。 

 → 優越的地位の濫用や下請法違反事件では，劣位の立場にある事業者が不利益を被ら

ないよう申告情報等は厳重に管理している。引き続き，その旨を周知するとともに厳

重な情報管理に努めたい。 

 

○ 公正取引委員会がホームページにおいて公表している東日本大震災に係るＱ＆Ａを見

ると，震災対応として，事業者等からの独占禁止法や下請法に関する相談に迅速に対応

していると評価できるが，今後も実態に即して随時事例を追加していってもらいたい。 

 

○ 震災復興に関連した事業者の取組が独占禁止法や下請法に違反しないよう，引き続き

広報活動に取り組むとともに，違反行為がないかどうか注視してもらいたい。また，被

災地における相談対応や広報活動については，他の行政機関等との連携が重要である。 

 

○ 下請取引における減額は支払遅延に比べると分かりにくく，昨今のデフレ経済の下で

は親事業者から値下げ要求を受けることもよくある。下請事業者も受け入れられるもの

については受け入れているが，減額の不当性についてどのように判断したらよいのか。 

 → 発注したときに定めた下請代金の額を下請事業者に帰責事由がないにもかかわらず

減額することは下請法違反である。 

 

「主要な企業結合事例」について 
○ 公正取引委員会の企業結合審査は，単に市場シェアから判断するなど杓子定規に行わ

れているものと考えていたが，市場の状況や需要の動向，企業の経営状況等も含めて時

間をかけてしっかりと行われていることが分かり，評価している。 

 

○ 今般の企業結合規制の見直しの趣旨は，企業結合審査の透明性や予見可能性を高める

ということなので，今後，公表する主要な企業結合事例について，公正取引委員会の認

定や分析結果等が分かるよう一層詳細な内容としてほしい。 

 

○ 問題解消措置を条件とする事案については，その実効性を確保するための方策とし
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て，また，企業結合審査の透明性を一層高める観点から，届出書の変更ではなく，排除

措置命令によって問題解消措置を命じるという運用にすることを検討すべき。 

 

○ 企業結合ガイドラインについて，意見公募手続を経て需要が縮小している場合の考え

方が追記されているが，従来の企業結合審査でもこのような点について考慮されていた

のか。 

 → これまで，正面から需要の縮小を認定したケースはないが，競争圧力の有無の評価

等を行う際に一つの考慮要素としてきた。 

 

○ 先日，いわゆる産活法が改正され，主務大臣と公正取引委員会との協議規定が導入さ

れたところ，企業結合事案について主務大臣との協議を行うこととなると，公正取引委

員会の職権行使の独立性が侵されるおそれもあるが，「協議」は具体的にどのような手続

となるのか。 

 → 産活法における「協議」は，企業結合事案に対する独占禁止法の適用について公正

取引委員会と主務大臣が一定の合意を目指して行うものではない。「協議」の具体的な

手続としては，まず事業者が産活法に基づく事業再構築計画等の認定申請を行い，適

正な競争が確保されないおそれがある場合に，主務大臣が認定書の写しや意見を公正

取引委員会に提出することとなる。公正取引委員会は，それを参考にしつつ，独占禁

止法に基づき，独立して企業結合審査を行い，当事会社に審査の結果を伝えた上で，そ

の内容を主務大臣に回答するものである。立法過程における経済産業省との調整にお

いてこのように整理されており，公正取引委員会の職権行使の独立性が侵されるもの

ではない。 

 

以上 
 
（文責：公正取引委員会事務総局 速報のため事後修正の可能性あり。） 
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第１４期独占禁止懇話会会員名簿 

[五十音順，敬称略] 

会長 伊 藤 元 重   東京大学大学院経済学研究科教授 

会員 石 井 卓 爾   三和電気工業株式会社代表取締役社長 

 井 手 秀 樹   慶應義塾大学商学部教授 

    岩 田 規久男   学習院大学経済学部教授 

    内 田 晴 康   弁護士 

    及 川   勝   全国中小企業団体中央会政策推進部長 

    翁   百 合   株式会社日本総合研究所理事 

    川 濵   昇   京都大学大学院法学研究科教授 

    神 田 敏 子   前全国消費者団体連絡会事務局長 

    岸 井 大太郎   法政大学法学部教授 

    児 玉 平 生   株式会社毎日新聞社論説委員 

    斎 藤 聖 美   ジェイ・ボンド東短証券株式会社代表取締役社長 

    坂 本 裕 寿   読売新聞東京本社論説委員 

    佐 野 真理子   主婦連合会事務局長 

    高 橋 伸 子   生活経済ジャーナリスト 

    野 原 佐和子   株式会社イプシ・マーケティング研究所代表取締役社長 

    芳 賀 唯 史   日本生活協同組合連合会専務理事 

    萩 原 敏 孝   株式会社小松製作所相談役 

    平 田   弘   グンゼ株式会社代表取締役社長 

    冨 士 重 夫   全国農業協同組合中央会専務理事 

    舟 田 正 之   立教大学法学部教授 

    三 村 優美子   青山学院大学経営学部教授 

    村 上 政 博   一橋大学大学院国際企業戦略研究科教授 

    ﾁｬｰﾙｽﾞ D.ﾚｲｸⅡ   アフラック 日本における代表者・会長 

 

平成２３年４月現在 
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